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■　凡　例

部分（階段、バルコニー１・２）　

　　床：ビニール床シート貼（新設）（ノンスリップタイプ）

　　　　但し階段部分は段鼻ノンスリップ一体型とする。

　　　　（既存段鼻ノンスリップタイル（既存のまま））　　　　

　　排水溝、巾木：既存防水モルタルこて押え面　塗膜防水（新設）

　　　　但し巾木と外壁の取り合い部分はシーリングの打替を行う

　　ドレイン：鋳鉄製

　　　　既存下地調整の上、ノンタール系変性エポキシ樹脂塗料塗り

　　壁、手摺壁：既存吹付仕上面

　　　　既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料

　　　　（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

　　バルコニー裏、階段裏、天井：

　　　　既存吹付仕上面　既存高圧洗浄、下地補修の上、外装薄塗材Ｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下塗り：水性改修シーラー）

　　　　既存ケイカル板面　既存下地調整の上、ＮＡＤ塗（塗替）

既存照明器具：ＦＬ２０Ｗ×１直付型（撤去）８台

※特記なき限り外部に面する全ての建具（階段室を含む）について

　建具廻りのシーリングの打替を行う。

※ＤＰ塗は、耐候性塗料塗りＢ種、上塗り等級１級（ふっ素）とする。

照明器具：　　　　　N N F W2 1 0 0 1　　　1階踏込　2台
　　　　　N N F W2 1 0 9 1　1～3階　6台＜パナソニック㈱＞

１２箇所

１２箇所

数　量改　修　内　容

インターホン（取替）

大便器便座（取替）

ＴＣＦ１１６＜ＴＯＴＯ㈱＞同等品

暖房便座

親機：ＳＨＶＢ６８４３１ＷＫ・子機：ＥＪ７５２Ａ＜パナソニック電工＞同等品

液晶カラーモニター付インターホン／非常警報、ガス漏れ警報対応／戸外表示機能付

住 戸 内 改 修 リ ス ト
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ホール

玄関

PS

■　凡　例

部分（階段、バルコニー１・２）　

　　床：ビニール床シート貼（新設）（ノンスリップタイプ）

　　　　但し階段部分は段鼻ノンスリップ一体型とする。

　　　　（既存段鼻ノンスリップタイル（既存のまま））　　　　

　　排水溝、巾木：既存防水モルタルこて押え面　塗膜防水（新設）

　　　　但し巾木と外壁の取り合い部分はシーリングの打替を行う

　　ドレイン：鋳鉄製

　　　　既存下地調整の上、ノンタール系変性エポキシ樹脂塗料塗り

　　壁、手摺壁：既存吹付仕上面

　　　　既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料

　　　　（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

　　バルコニー裏、階段裏、天井：

　　　　既存吹付仕上面　既存高圧洗浄、下地補修の上、外装薄塗材Ｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下塗り：水性改修シーラー）

　　　　既存ケイカル板面　既存下地調整の上、ＮＡＤ塗（塗替）

既存照明器具：ＦＬ２０Ｗ×１直付型（撤去）８台

※特記なき限り外部に面する全ての建具（階段室を含む）について

　建具廻りのシーリングの打替を行う。

※ＤＰ塗は、耐候性塗料塗りＢ種、上塗り等級１級（ふっ素）とする。

タラップ

点検マンホール：ステンレス製826φ

照明器具：　　　　　N N F W2 1 0 0 1　　　1階踏込　2台
　　　　　N N F W2 1 0 9 1　1～3階　6台＜パナソニック㈱＞

１２箇所

１２箇所

数　量改　修　内　容

インターホン（取替）

大便器便座（取替）

ＴＣＦ１１６＜ＴＯＴＯ㈱＞同等品

暖房便座

親機：ＳＨＶＢ６８４３１ＷＫ・子機：ＥＪ７５２Ａ＜パナソニック電工＞同等品

液晶カラーモニター付インターホン／非常警報、ガス漏れ警報対応／戸外表示機能付

ワ

ロ

ワ

ワ

ハニニ

ハ

カ

ハ

カ

イ イ

ホ

ホ
ワ

住 戸 内 改 修 リ ス ト



アスファルトルーフィング23㎏+ペフ4㎜新設

本州四国連絡高速道路株式会社

しまなみ尾道管理センター

路　線　名

設　計　名

図　面　名

作成年月図　　番縮　　　尺

課　　　長 照　　査

一般国道３１７号

設　　計

東尾道社宅修繕工事

１：２００ ０４

立面図

28年 3月

１

ＡＧ

１

ＡＧ

南側立面図　   1：200
東側立面図　   1：200

北側立面図　   1：200 西側立面図　   1：200

化粧目地を示す（化粧目地による外壁の色の塗り分けはしない）

打継目地を示す

ヲ・・・腰　　　　　　　　　　：既存吹付仕上面　既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　　　　　　　　　　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料塗り（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

ワ・・・笠木　　　　　　　　　：アルミ製既製品（既存のまま）

カ・・・竪樋　　　　　　　　　：カラーＶＰ７５φ（既存のまま）

　　　　　　　　　　　　　　　　養生管　ステンレス製（既存のまま）

　　　　ルーフ・中継・フロアドレーン：

　　　　　　　　　　　　　　　　鋳鉄製　既存下地調整の上、ノンタール系変性エポキシ樹脂塗料（塗替）　　　　　

ヨ・・・軒樋　　　　　　　　　：塗膜防水　既存下地調整の上、塗膜防水新設

タ・・・スチール製建具　　　　：既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）枠共（但し、玄関扉は枠のみ塗替とする）

　　　　　　　　　　　　　　　　建具廻りシーリング（ＭＳ－２、打替）全数

レ・・・アルミサッシ　　　　　：サッシ廻りシーリング（ＭＳ－２、打替）全数（二重水切部分共）

ソ・・・バルコニー手摺　　　　：アルミフレーム（既存のまま）／アルミ製パンチングメタル（既存のまま）

ツ・・・窓手摺　　　　　　　　：アルミ製（既存のまま）

ネ・・・天井裏換気口　　　　　：丸型塩ビパイプ５０φ　既存下地調整の上、２－ＵＥ塗（塗替）

ナ・・・隔板　　　　　　　　　：アルミ製フレーム（既存のまま）／ボード面　ＥＰ塗（塗替）　

ラ・・・床下換気孔　　　　　　：鋳鉄製 W420xH170　既存のまま

ム・・・排水管　　　　　　　　：ＳＧＰ－６５Ａ　既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）（つかみ金物共）

ウ・・・設備盤　　　　　　　　：スチール製　既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

ヰ・・・郵便ポスト　　　　　　：ステンレス製（既存のまま）

※１．ＤＰ塗は、耐候性塗料塗りＢ種、上塗り等級１級（ふっ素）とする。

　２．化粧目地は外壁塗装塗り廻しとする。

　３．「下地クラック等補修」は別途工事とする。

ロ・・・棟包み・棟押え金物　　：既存フッ素樹脂鋼板ｔ０．４撤去の上、フッ素樹脂塗装鋼板ｔ０．３５新設（取替）

ハ・・・軒先金物　　　　　　　：既存フッ素樹脂鋼板ｔ０．４撤去の上、フッ素樹脂塗装鋼板ｔ０．３５新設（取替）

ニ・・・水上押え金物、ケラバ包み：

　　　　　　　　　　　　　　　　既存フッ素樹脂鋼板ｔ０．４撤去の上、フッ素樹脂塗装鋼板ｔ０．３５新設（取替）

ホ・・・立上り取合雨押え金物　：フッ素樹脂鋼板ｔ０．４撤去の上、フッ素樹脂塗装鋼板ｔ０．３５新設（取替）

　　　　　　　　　　　　　　　　雨押え立上り取合シーリング（打替）

ヘ・・・外壁　　　　　　　　　：既存吹付仕上面　既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　　　　　　　　　　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料塗り（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

ト・・・手摺壁（天端・内外共）：既存吹付仕上面　既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　　　　　　　　　　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料塗り（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

チ・・・打継目地　　　　　　　：シーリング（ＰＵ－２）　２０ｘ１０（打替）

リ・・・バルコニー・階段上げ裏：既存吹付仕上面　

　　　　　　　　　　　　　　　　既存高圧洗浄、下地補修の上、外装薄塗材Ｅ（下塗り：水性改修シーラー）

ヌ・・・軒裏、庇裏　　　　　　：既存吹付仕上面

　　　　　　　　　　　　　　　　既存高圧洗浄、下地補修の上、外装薄塗材Ｅ（下塗り：水性改修シーラー）

ル・・・庇　　　　　　　　　　：天端（既存防水モルタルコテ押え面）塗膜防水（新設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　外壁取り合い部分シーリング（ＭＳ－２、打替）

　　　　　　　　　　　　　　　　見付・小口（既存吹付仕上面）既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

■　凡　例　（屋根伏図・立面図・断面図）

イ・・・屋根　　　　　　　　　：既存着色石綿セメント板葺の上、縦ハゼ葺き　フッ素樹脂鋼板0.35ビス止め

　　　　　　　　　　　　　下地：既存アスファルトルーフィング２２㎏、特殊繊維入モルタルｔ４０（既存のまま）
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ウ：配管40φ
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ウ：引込開閉器盤W1,100xH1,800xD200
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№ ｍ  № №   № ｍ № ｍ № ｍ  № ｍ № ｍ № ｍ № ｍ

1 2.4  1 0.2 16 0.5  1 0.4 16 0.2 31 0.2  1 0.2 16 1.0 30 0.4 44 1.7

2 1.4  2 1.4 17 1.2  2 0.2 17 0.1 32 0.1  2 0.4 17 0.8 31 0.1 45 1.3

3 0.2  3 1.3 18 0.9  3 1.5 18 0.2 33 0.2  3 0.4 18 0.7 32 1.8 46 -

4 0.4  4 2.4 19 0.9  4 0.3 19 0.3 34 0.6  4 0.4 19 1.4 33 1.4 47 1.2

5 0.9  5 0.4 20   5 0.5 20 0.5    5 0.4 20 1.7 34 1.7 48 0.7

6 0.9  6 1.5 21   6 0.2 21 0.1    6 0.4 20-1 1.0 35 2.0 49 2.2

7 0.1  7 0.8 22   7 0.2 22 0.2    7 0.8 21 1.4 36 0.2   

8 0.5  8 1.3 23   8 0.2 23 0.5    8 0.4 22 0.5 37 1.2   

9 3.2  9 0.5 24   9 0.2 24 0.3    9 0.2 23 0.6 37-1 1.6   

10 1.4  10 0.3 25   10 0.4 25 0.2    10 0.8 24 - 38 1.8   

11 0.5  11 0.4 26   11 0.3 26 0.6    11 0.6 25 0.5 39 1.3   

12 0.9  12 1.1 27   12 0.3 27 0.3    12 0.6 26 1.3 40 0.6   

13 1.3  13 0.3 28   13 0.2 28 0.7    13 0.6 27 1.0 41 0.2   

   14 0.4 29   14 0.3 29 0.1    14 2.2 28 2.3 42 1.0   

   15 0.1 30   15 0.1 30 0.6    15 1.7 29 1.1 43 1.1   

   12.4  3.5   5.3  4.9  1.1   10.1  15.3   7.1

    15.9               

                       

16.4

11.3

合計

 48.9

 90.2

外壁クラック調査箇所　クラック巾0.3～1㎜

小計

 計

14.1

14.1

ｍ ｍ

東面 南面西面 北面

本州四国連絡高速道路株式会社

しまなみ尾道管理センター

路　線　名

設　計　名

図　面　名

作成年月図　　番縮　　　尺

課　　　長 照　　査

一般国道３１７号

設　　計

東尾道社宅修繕工事

１：２００ 28年 3月

立面図（外壁調査図）

０５

南側立面図　   1：200
東側立面図　   1：200

北側立面図　   1：200 西側立面図　   1：200

化粧目地を示す（化粧目地による外壁の色の塗り分けはしない）

打継目地を示す
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本州四国連絡高速道路株式会社

しまなみ尾道管理センター

路　線　名

設　計　名

図　面　名

作成年月図　　番縮　　　尺

課　　　長 照　　査

一般国道３１７号

設　　計

東尾道社宅修繕工事

断面図

１：２００ 28年 3月０６
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縦　断　面　図　   1：200

水下コン天

横　断　面　図　   1：200
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和室６帖 食　堂玄関ホール食　堂 玄関ホール

和室６帖和室６帖 食　堂玄関ホール食　堂 玄関ホール

和室６帖和室６帖 食　堂玄関ホール食　堂

和室６帖 和室６帖和室６帖 居　間

和室６帖和室６帖 居　間

和室６帖和室６帖 居　間

和室６帖和室６帖 居　間

和室６帖和室６帖 居　間
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居　間 食　堂 台　所

居　間 食　堂 台　所

居　間 食　堂 台　所

■　建築材料・工法等参考品目リスト

○水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料（下塗材：可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

　エスケー化研㈱　水性弾性セラミシリコン（下塗材：水性ソフトサーフエポ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同等品以上

○水性改修シーラー塗り付け

　エスケー化研㈱　水性ミラクシーラーエコ　同等品以上

○２－ＵＥ

　エスケー化研㈱　ウレタンカラー　同等品以上

○ノンタール系変性エポキシ樹脂塗料

　エスケー化研㈱　ミラクＮＴエポ　同等品以上

ヲ・・・腰　　　　　　　　　　：既存吹付仕上面　既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　　　　　　　　　　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料塗り（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

ワ・・・笠木　　　　　　　　　：アルミ製既製品（既存のまま）

カ・・・竪樋　　　　　　　　　：カラーＶＰ７５φ（既存のまま）

　　　　　　　　　　　　　　　　養生管　ステンレス製（既存のまま）

　　　　ルーフ・中継・フロアドレーン：

　　　　　　　　　　　　　　　　鋳鉄製　既存下地調整の上、ノンタール系変性エポキシ樹脂塗料（塗替）　　　　　

ヨ・・・軒樋　　　　　　　　　：塗膜防水　既存下地調整の上、塗膜防水新設

タ・・・スチール製建具　　　　：既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）枠共（但し、玄関扉は枠のみ塗替とする）

　　　　　　　　　　　　　　　　建具廻りシーリング（ＭＳ－２、打替）全数

レ・・・アルミサッシ　　　　　：サッシ廻りシーリング（ＭＳ－２、打替）全数（二重水切部分共）

ソ・・・バルコニー手摺　　　　：アルミフレーム（既存のまま）／アルミ製パンチングメタル（既存のまま）

ツ・・・窓手摺　　　　　　　　：アルミ製（既存のまま）

ネ・・・天井裏換気口　　　　　：丸型塩ビパイプ５０φ　既存下地調整の上、２－ＵＥ塗（塗替）

ナ・・・隔板　　　　　　　　　：アルミ製フレーム（既存のまま）／ボード面　ＥＰ塗（塗替）　

ラ・・・床下換気孔　　　　　　：鋳鉄製 W420xH170　既存のまま

ム・・・排水管　　　　　　　　：ＳＧＰ－６５Ａ　既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）（つかみ金物共）

ウ・・・設備盤　　　　　　　　：スチール製　既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

ヰ・・・郵便ポスト　　　　　　：ステンレス製（既存のまま）

※１．ＤＰ塗は、耐候性塗料塗りＢ種、上塗り等級１級（ふっ素）とする。

　２．化粧目地は外壁塗装塗り廻しとする。

　３．「下地クラック等補修」は別途工事とする。

タラップ

ロ・・・棟包み・棟押え金物　　：既存フッ素樹脂鋼板ｔ０．４撤去の上、フッ素樹脂塗装鋼板ｔ０．３５新設（取替）

ハ・・・軒先金物　　　　　　　：既存フッ素樹脂鋼板ｔ０．４撤去の上、フッ素樹脂塗装鋼板ｔ０．３５新設（取替）

ニ・・・水上押え金物、ケラバ包み：

　　　　　　　　　　　　　　　　既存フッ素樹脂鋼板ｔ０．４撤去の上、フッ素樹脂塗装鋼板ｔ０．３５新設（取替）

ホ・・・立上り取合雨押え金物　：フッ素樹脂鋼板ｔ０．４撤去の上、フッ素樹脂塗装鋼板ｔ０．３５新設（取替）

　　　　　　　　　　　　　　　　雨押え立上り取合シーリング（打替）

ヘ・・・外壁　　　　　　　　　：既存吹付仕上面　既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　　　　　　　　　　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料塗り（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

ト・・・手摺壁（天端・内外共）：既存吹付仕上面　既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　　　　　　　　　　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料塗り（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

チ・・・打継目地　　　　　　　：シーリング（ＰＵ－２）　２０ｘ１０（打替）

リ・・・バルコニー・階段上げ裏：既存吹付仕上面　

　　　　　　　　　　　　　　　　既存高圧洗浄、下地補修の上、外装薄塗材Ｅ（下塗り：水性改修シーラー）

ヌ・・・軒裏、庇裏　　　　　　：既存吹付仕上面

　　　　　　　　　　　　　　　　既存高圧洗浄、下地補修の上、外装薄塗材Ｅ（下塗り：水性改修シーラー）

ル・・・庇　　　　　　　　　　：天端（既存防水モルタルコテ押え面）塗膜防水（新設）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　外壁取り合い部分シーリング（ＭＳ－２、打替）

　　　　　　　　　　　　　　　　見付・小口（既存吹付仕上面）既存高圧洗浄、下地クラック等補修、下地処理の上、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

■　凡　例　（屋根伏図・立面図・断面図）

イ・・・屋根　　　　　　　　　：既存着色石綿セメント板葺の上、縦ハゼ葺き　フッ素樹脂鋼板0.35ビス止め

　　　　　　　　　　　　　下地：既存アスファルトルーフィング２２㎏、特殊繊維入モルタルｔ４０（既存のまま）
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課　　　長 照　　査
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建具表

１：１００ 28年 3月０９
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５
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５ａ １

ＡＧ

3
10

枠：スチール SOP塗　扉：化粧鋼板 80(36)

シリンダー面付レバーハンドル錠　、丁番、

ドアガード、戸当り、ドアスコープ

ドアチェック（ストッパーなし）、郵便投入口・受箱

下枠（ステンレス）

常時閉鎖式片開きフラッシュ戸
　　　　　　　　　　　（甲種防火戸）

常時閉鎖式片開きフラッシュ戸
　　　　　　　　　　　（甲種防火戸）

片開き片面フラッシュ打抜ガラリ戸

スチール　SOP塗 スチール　SOP塗 スチール　SOP塗100(40) 100(40) 65(40)

ケースハンドル式空錠、丁番、フランス落し

下枠（ステンレス）

ケースハンド錠、丁番

下枠（ステンレス） 下枠（ステンレス）

分電盤錠、丁番、内部側ステンレス防虫網

７０ ７０

換気框付引違い窓 換気框付引違い窓 引違い窓

玄関 倉庫ＰＳ ＰＳ（屋上点検スペース）

各住戸　居間、和室６帖(A)･(B)

１２６１２

アルミ アルミ７０アルミ ７０アルミ ７０アルミ

各住戸　和室６帖(C) ７ 各住戸　和室６帖(C) ５

常時閉鎖式両開きフラッシュ戸
　　　　　　　　　　　（乙種防火戸）

換気框付引違い窓（乙種防火戸）

８各住戸　台所 各住戸　台所 ４ 妻側住戸　和室６帖(B)･(C) ６ 妻側住戸　和室６帖(B)･(C) ６

引違い窓引違い窓（乙種防火戸） 引違い窓（乙種防火戸）

７０アルミ ７０アルミ

付属金物一式

クレセント（１階のみ施錠付）、アルミ二重水切

可動網戸

付属金物一式

クレセント（１階のみ施錠付）、アルミ二重水切

可動網戸

付属金物一式

クレセント（１階のみ施錠付）、アルミ二重水切

可動網戸

付属金物一式

クレセント（１階のみ施錠付）、アルミ二重水切

可動網戸

付属金物一式

クレセント（１階のみ施錠付）、アルミ二重水切

可動網戸

クレセント、アルミ二重水切

付属金物一式

可動網戸

クレセント、アルミ二重水切

付属金物一式

可動網戸

各住戸　便所、浴室 各住戸　便所、浴室

内倒し窓 内倒し窓（乙種防火戸）

７０アルミ ７０アルミ

１６ ８

７０アルミ

固定ガラリ（取り外し式）

２両妻上部壁面

下段：型板ｔ４（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（不透明）ｔ６．２(新設)
上段：透明（フロート）ｔ３（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（透明）ｔ６．２（新設）
小窓：透明（フロート）ｔ３　→　既存のまま

下段：型板ｔ４（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（不透明）ｔ６．２(新設)
上段：透明（フロート）ｔ３（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（透明）ｔ６．２（新設）

透明（フロート）ｔ３（撤去）
→　薄型真空断熱ガラス（透明）ｔ６．２（新設）

下段：網入型板ｔ６．８（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（不透明）ｔ１０(新設)
上段：網入磨板ｔ６．８（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（透明）ｔ１０（新設）

付属金物一式

ラッチハンドル、丁番、アルミ二重水切

付属金物一式

ラッチハンドル、丁番、アルミ二重水切 付属金物一式

内部側　ステンレス防虫網

下段：型板ｔ４（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（不透明）ｔ６．２(新設)
上段：透明（フロート）ｔ３（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（透明）ｔ６．２（新設）
小窓：透明（フロート）ｔ３　→　既存のまま

型板ｔ４（撤去）
→　薄型真空断熱ガラス（不透明）ｔ６．２(新設)

下段：網入型板ｔ６．８（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（不透明）ｔ１０(新設)
上段：網入磨板ｔ６．８（撤去）
　　　→　薄型真空断熱ガラス（透明）ｔ１０（新設）
小窓：網入磨板ｔ６．８　→　既存のまま

網入型板ｔ６．８（撤去）
→　薄型真空断熱ガラス（不透明）ｔ１０(新設)

３６

網入磨板ｔ６．８（撤去）
→　薄型真空断熱ガラス（透明）ｔ１０（新設）
　　（ＰＷ６．８+Ａ０．２+ＦＬ３）

材質

記号　名称

位置 ヶ所

形　状

見込

硝　子

改修項目 ＤＰ塗（塗替）（枠のみ）

形　状

見込材質

記号　名称

位置 ヶ所

備　考

ＤＰ塗（塗替）（枠共） ＤＰ塗（塗替）（枠共） ＤＰ塗（塗替）（枠共）

付属金物

形　状

見込材質

記号　名称

位置 ヶ所

付属金物
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備　考
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※特記なき限り、外部に面する全てのアルミ製建具、スチール製建具（階段室を含む）は、建具廻りのシーリングを打ち替える。

　（建具表に記載のないものも含む）

※ＤＰ塗は、耐候性塗料塗りＢ種、上塗り等級１級（ふっ素）とする。

※薄型真空断熱ガラス：クリアＦｉｔ＜日本板硝子㈱＞同等品

　（透明）　ｔ６．２：フロート板ガラスｔ３＋真空層ｔ０．２＋フロート板ガラスｔ３

　（不透明）ｔ６．２：フロート板ガラスｔ３＋真空層ｔ０．２＋すり板ガラスｔ３

　（透明）　ｔ１０　：網入磨板ガラスｔ６．８＋真空層ｔ０．２＋フロート板ガラスｔ３

　（不透明）ｔ１０　：網入磨板ガラスｔ６．８＋真空層ｔ０．２＋すり板ガラスｔ３

アルミパネル
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特記事項（改修項目）

Ａ・・・・・自転車置場　：耐候性塗料塗り（塗替）

Ｂ・・・・・物置　　　　：耐候性塗料塗り（塗替）２棟

Ｃ・・・・・自転車置場塀：ＲＣ造 H1,200　壁厚170

　　　　　　　　　　　　　既存吹付仕上面　既存高圧洗浄、下地補修の上、

　　　　　　　　　　　　　水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料塗り

　　　　　　　　　　　　　(下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り)（内外共）

Ｄ・・・・・照明ポール　：灯具（取替）ＮＮＹ２２１３１ＬＥ９＜パナソニック＞同等品
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本州四国連絡高速道路株式会社

しまなみ尾道管理センター

路　線　名

設　計　名

図　面　名

作成年月図　　番縮　　　尺

課　　　長 照　　査

一般国道３１７号

設　　計

東尾道社宅修繕工事

自転車置場詳細図

１：５０ 28年 3月１1

断面図　   1：50 断面図　   1：50

立面図　   1：50

平面図　   1：50
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特記事項

屋根：カラー鉄板t0.5・・・・・・・・・・・・既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

腰：カラー鉄板t0.4・・・・・・・・・・・・・既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

柱・桁等構造材：

　　鉄部(亜鉛ﾒｯｷの上、ｱｸﾘﾙ樹脂焼付塗装) ・・既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

胴縁：□-50x26x1.6・・・・・・・・・・・・・既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

腰板桟：□-24x24x1.6・・・・・・・・・・・・既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

車止メパイプ　□-31x31x1.6・・・・・・・・・既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

軒樋：塩ビ製(スチール芯)W80 ・・・・・・・・既存下地調整の上、２－ＵＥ塗（塗替）

竪樋：塩ビ製42φ・・・・・・・・・・・・・・既存下地調整の上、２－ＵＥ塗（塗替）

※特記無き限り、既存見掛り鉄部は、ＤＰ塗（塗替）とする。

　ＤＰ塗は、耐候性塗料塗りＢ種、上塗り等級１級（ふっ素）とする。

軒樋：塩ビ製（スチール芯）W80G･PL-2.3

柱：□-60x60x2.3

柱：□-60x60x2.3

桁：C-100x50x20x1.6
梁：□-125x60x2.3

車止め：□-31x31x1.6

腰板桟：□-24x24x1.6

屋根：カラー鉄板t0.5

桁：C-100x50x20x1.6

腰：カラー鉄板t0.4

腰板支柱：□-50x50x1.6

袖カバーt1.6

胴縁：□-50x26x1.6

胴縁：□-50x26x1.6

竪樋：塩ビ製42φ ２箇所



本州四国連絡高速道路株式会社

しまなみ尾道管理センター

路　線　名

設　計　名

図　面　名

作成年月図　　番縮　　　尺

課　　　長 照　　査

一般国道３１７号

設　　計

東尾道社宅修繕工事

物置立面図

１：５０ 28年 3月１2

物置（Ａ） 立面図（正面） 1：50

物置（Ｂ） 立面図（正面） 1：50

物置（Ａ） 立面図（側面） 1：50

物置（Ｂ） 立面図（側面） 1：50

特記事項

屋根：カラー鋼板t0.4・・・・・・・・・既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

外壁：カラー鋼板t0.4・・・・・・・・・既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

建具：カラー鋼板t0.4・・・・・・・・・既存下地調整の上、ＤＰ塗（塗替）

基礎：コンクリート・・・・・・・・・・（既存のまま）

屋根

外壁
基礎

屋根

外壁
基礎

屋根

建具 基礎

屋根

建具 基礎

129 75
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一般共通事項

　○ 電気保安技術者 ・ 適用する ・ 適用しない （ ）

国土交通省近畿地方整備局営繕工事事業用電気工作物保安規程（平成１４年６月２８日

近畿地方整備局営繕部）を （ ・ 適用 ・ 準用 ）し、

第11条に定める電気保安技術者をおくものとする。

また、この者は「標準仕様書」による電気保安技術者を兼任できるものとする。

電気工作物の種類

・事業用電気工作物 ・ 一般電気工作物

　○ 技能士 ・ 適用しない （ ）

・ 適用する 適用する技能士の技能検定における選択作業

　● 施工条件 工期中 ● 執務並行改修 ・ 建物全館無人（執務者なし）改修 （ ）

・ その他 （ ）

　 ● 建築材料等 本工事に使用する材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、JIS及びJAS

マーク表示のない材料及びその製造業者は、次の１）から６）の事項を満たすものとする。

１） 品質及び性能に関する試験データが整備されていること

２） 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

３） 安定的な供給が可能であること

４） 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

５） 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

６） 販売、保守等の営業体制が整えられていること

なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料

又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

　● 化学物質を放散 ホルムアルデヒドの放散量が「規制対象外」に該当する建築材料とは以下のものとする。

する建築材料等 １）JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品

２）建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

３）下記表示のあるJAS規格品

a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

b.接着剤等不使用

c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

d.ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ホルムアルデヒドの放散量が「第三種」に該当する建築材料とは以下のものとする。

１）JIS及びJASのＦ☆☆☆規格品

２）建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

３）旧JISのEo規格品

４）旧JASのFco規格品

○ ○ 改修標準仕様書・標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による

・

● 施工数量調査 調査範囲 ・ 図示 ● 外壁、軒裏等外壁改修工事に係わる範囲 （ ）

のクラック、欠損、塗装の剥離について。

調査方法 ・ 図示 ● 目視、打診

調査のための既存破壊部分補修方法 ・ 図示 ・ （ ）1.5.3

1.3.3

1.5.2

技能検定の職種

1.6.2

1.3.5

1

章 項　目 特　記　事　項

また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する場合
は監督職員の承諾を受けること。

特別な材料の工法
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章 項　目 特　記　事　項

　 ● ・ 測定する ● 測定しない

測定点数

・ ８時間測定　　延べ（ 　　　）箇所

・ ２４時間測定　延べ（ 　　　）箇所

・ 仕上表による ・ 図示

・ 室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン

スチレン、エチルベンゼン

・ 測定は、パッシブ型採取機器により行う

・ 測定条件等は、監督職員の指示による

・ 測定対象物の濃度を測定し、報告すること。

着工前の測定　　・行う

測定対象室及び測定個所数

・ 引渡前の測定と同じ ・仕上表による　・図示

　 ○ ・ 基準風速Ｖｏ　 （ ）

・ 地表面粗度区分 （ ）

・多雪区域の指定　　　・有　　・無　　　　（　　　　　　　　　）

・垂直積雪量区域　　　建設省告示第1455号　別表（　　）

● 施工地域 ● 一般地域 ・ 寒冷地

○ ・ 共通図による　 ・ （ ）

● 建設機械 ● グリーン購入法により、排出ガス対策型、低騒音型の建設機械を使用すること。

仮設工事

　 ● 足場その他 内部足場 （ ）

・ きゃたつ、足場板等 ・

外部足場 （ ）

● A種 ・ Ｂ種 ・ C種

防護シート等による養生 （ ）

● 適用する ・ 適用しない

材料、撤去材等の運搬方法 （ ）

・ A種 ・ Ｂ種 ・ C種 ・ D種 ● E種

　 ● 既存部分の養生 （ ）

● 行う ・ 行わない

既存部分における既存家具等

・ 養生 方法 （ ・ ）

既存ブラインド、カーテン等

・ 養生 方法 （ ・ ）

・ 保管 場所 （ ・ ）

固定された備品、机・ロッカーの移動等

・ 行わない ・ 行う 数量等 （ ）

　 ○ ○ 仮設間仕切り （ ）

設置箇所 ・ 図示 ○ 監督員の指示する場所

種別 ・ A種 （ ）

・ B種 （ ）

・ C種

・ 仮設扉

設置箇所 ・ 図示 ・

種別 ・ 木製扉（合板張り） ・

　 ● 監督員事務所 ・ 設ける ● 設けない （ ）

・ 既存建物の一部を使用する

・ 構内に新設

規模 （　　　　）㎡程度

仕上の程度 下表を標準とする

部位等

屋根

2.2.1

2.3.1

休憩室 畳敷き

建築基準法に基づき
定められた区分等

室内空気中の化学物
質の濃度測定及び確
認

測定対象室および箇所数

測定対象物質

合板張り又はビニル床シート張り

合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

床

仮設間仕切り、仮設
扉

内壁・天井

仕上げ

設備工事との
取合い

既存部分の養生

2

表 2.2.1

2.3.2

表 2.2.2

2.2.1

2.4.1
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章 項　目 特　記　事　項

○ ・ 設ける ・ 設けない （ ）

● 工事用水 構内既存の施設 ● 利用できる （ ・ 有償 ・ 無償 ） ○ 利用できない

● 工事用電力 構内既存の施設 ● 利用できる （ ・ 有償 ・ 無償 ） ○ 利用できない

● 仮囲い等 種類 設置場所 設置期間

・ 万能塀 ・ 高さ2.0m 図示の範囲とする

・ 高さ3.0m

・ フェンスバリケード ・ 高さ1.8m 図示の範囲とする

・ シートゲート ・ 　

・

● 交通整理員 ・ 搬入経路等 ・ 工事期間中の作業日において

　１地点に各１名/日を配置 常駐。

・ 現場出入り口 ・ 重機回送時、主要資材搬入出時

　１地点に各１名/日を配置 、ｺﾝｸﾘｰﾄ打設時など。

● 敷地外（道路側）で作業を● 作業中

行う場合

防水改修工事・屋根改修工事

● ● 既存特殊繊維入モルタル（既存のまま）

● ● コロニアルグラッサ＜ＫＭＥＷ＞同等品

● ● 板厚　0.35㎜ ● 材料　ガルバリューム鋼板フッ素樹脂焼付塗装

● 塗膜防水 塗膜防水の種類 ●ウレタン系塗膜防水　種別：●Ｘ－２（階段室、バルコニーの排水溝、巾木）

●Ｘ－２（庇、笠木、ＰＨ廻り）

（ＡＲウレタン　Ｘ工法同等品）

● ビニール床シート ● 一般部分　ビニール床シート厚２．５　ノンスリップタイプ

ＮＳシートＮＳ８００＜東リ＞同等品

● 階段部分　ビニール床シート厚２．５　ノンスリップタイプ　段鼻ノンスリップ蹴込一体型

NSステップ800＜東リ＞同等品

● 下地モルタルに不陸がある場合は樹脂モルタルにてレベル調整を行う、またクラック、誘発目地等は

樹脂モルタルにて充填を行う。

外壁改修工事

（ ）

○ ・ 樹脂注入工法

・ Uカットシール材充填工法

・ シール工法

・ ・ 充填工法

（ ）

○ ・ 樹脂注入工法

・ Uカットシール材充填工法

・ シール工法

・ 充填工法

・ モルタル塗替え工法

・ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

・ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

・ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

・

・ 充填工法

・ モルタル塗替え工法

（ ） （ ）

○ ・ 樹脂注入工法

・ Uカットシール材充填工法

○ タイル部分張替え工法

・ タイル張替え工法

・ アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

平型屋根用スレート
瓦

雨押え、棟包、軒先
唐草：

3

パーライトモルタル
下地

箇所
高さ

5.4ｍ

4.5m

2.4.1監督職員事務所の備
品等

・ 欠損部

・ 浮き部

注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

4.1.4 4.5.8

幅

タイル張り仕上げ外
壁改修工法 ・ ひび割れ部

4.1.4
モルタル塗り仕上げ
外壁
改修工法

・ ひび割れ部

○ 欠損部

・ 浮き部

4

4.1.4
コンクリート打放し
仕上げ外壁改修工法 ・ ひび割れ部

欠損部
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章 項　目 特　記　事　項

・ アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

・ アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

・

・ 注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

注入口付アンカーピン本数 （ ・ 図示 ）

・ タイル部分張替え工法

・ 密着張り

・ 改良積上げ張り

・ 改良圧着張り

・ マスク張り

・ モザイクタイル張り

・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮目地改修工法

（ ） （ ）

● ・ サンダー工法 ● 下地ひび割れ部等の補修方法

（シール工法としパテ状エポキシ樹脂を使用する。）

・ 高圧水洗工法 （ 加圧力 １００～２５０MPa)

・ 塗膜はく離剤工法

● 水洗いの後ケレン

● 外装薄塗材Ｅ（軒裏、ﾊﾞﾙｺﾆｰ裏、階段裏）

● 水性弾性セラミックシリコン樹脂塗料塗り（下塗材:可とう形改修塗材ＲＥ厚塗り）

・ 防水形複層仕上塗材Ｅ塗り（外壁）

・ 厚付け仕上塗材塗り

・ 複層仕上塗材塗り

・ 各種塗材塗り

・ マスチック塗材塗り

ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール 樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

（以下、「ユリア樹脂等」と いう）を用いた接着剤のホルム アルデヒドの放散量  

● 規制対象外 ・ 第三種

（ ）

　 ● 樹脂注入工法

（別途工事） ● 自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂注入工法

建築補修用注入エポキシ樹脂 ・ 低粘度形 ・ 中粘土形 （ 4.2.2 ）

コア抜取り検査 ・ 行う （抜き取り部の補修方法　　　　　　　　　　　　　）

  

○ Ｕカットシール材 ・ シーリング材充填

充填工法 充填材料 ・ １成分形又は２成分形ポリウレタン系 （ 4.3.5 ）

ポリマーセメントモルタルの充填 ・ 行う

・ 可とう性エポキシ樹脂

　

● シール工法 ● パテ状エポキシ樹脂 （ 4.3.6 ）

（別途工事） ・ 可とう性エポキシ樹脂

註）クラックの補修にさいしては詳細に調査の上将来の改修および補強工事の際の資料となるよう図面およ

び写真にて確実に記録を残すこととする。

● 欠損部改修工法 ・ 充填工法 （ 4.3.7 ）

・ エポキシ樹脂モルタル

● ポリマーセメントモルタル

○ モルタル塗替え ・ 既成目地材 ・ 使用する （形状 ）

工法 仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の処置

・ 図示 ・

● 浮き部改修工事 （4.4.10～15）

（別途工事）

・アンカーピンニング部分 　 ・ ・ ・
　エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

0.5以上～1.0未満 150～250 ・130　  ・

 

注入量 備考

200～300

改修工法の種類
アンカーピンの本数

（本／㎡）
注入口の箇所数
（箇所／㎡）

充填量

0.2以上～1.0未満

(箇所/ml)

25

0.3以上～0.5未満 100～200 ・ 70 　 ・

・１３０

0.2以上～0.3未満 50～100

一般部 指定部

16 25

一般部 指定部 (箇所/ml)

●
改修後
新規仕上げ

4.3.4

ひび割れ幅(mm) 注入口間隔（mm) 注入量（ml/m）

・ 40　　・

（適用部位等）

・ 浮き部

注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ タイル張替え工法

塗り仕上げ外壁改修
工法

●
既存塗膜劣化
部の除去及び
下地処理

・ 目地

4.1.4 4.6.3
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・アンカーピンニング全面 ・ ・ ・ ・ ・ ・
　エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・ ・
・アンカーピンニング全面 ・ ・ ・ ・ ・ ・
　ポリマーセメントスラリ ・ ・ ・ ・ ・ ・
　注入工法

・注入口付アンカーピン ・ ・ ・
　ニング部分 ・ ・ ・
　エポキシ樹脂注入工法 　 　
・注入口付アンカーピン ・ 9 ・ ・ 9 ・ ・ ・
　ニング全面 ・ ・ ・ ・ ・ ・
　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピン ・ 9 ・ ・ 9 ・ ・ ・
　ニング全面 ・ ・ ・ ・ ・ ・
　ポリマーセメントスラリ

　注入工法

・充填工法

・モルタル塗替え工法

・注入口付アンカーピン ・ 9 ・ ・ ・
　ニング　 ・ ・ ・ ・
　エポキシ樹脂注入

　タイル固定工法

・タイル部分張替え工法

・タイル塗替え工法

アンカーピン

・ ステンレス製（SUS304）呼び径の4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの （ 4.2.2 ）

・

注入口付アンカーピン （ 4.1.4 ） （ 4.2.2 ）

・ ステンレス製（SUS304）呼び径6mm

・

○　タイル部分張替え 接着剤 （ 4.5.7 ）

工法 　 ・ ポリマーセメントモルタル （ 4.2.2 ）

・ タイル部分張替え工法用接着剤

「建設省官民連携共同研究報告書『有機系接着剤を利用した外装タイル・石張りシステムの開発

（建設大臣官房技術調査室監修平成９年２月）』における「外装タイル・石張り用接着剤の品質基準

(案)に基づく品質性能試験に適合するタイプⅠとす。

・ タイル張替え用エポキシ樹脂

・ ウレタン樹脂及びシリコーン樹脂

張り付け材料

既製調合モルタル ・ 使用する

○ タイル張替え工法 張付け材料 （ 4.2.2 ） （ 4.5.8 ）

既成調合モルタル ・ 使用する

張付け工法 （ 4.5.8 ）

外装タイル ・ 密着張り ・ 改良圧着張り ・ 改良積上げ張り

外装ユニットタイル ・ マスク張り ・ モザイクタイル張り

伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地

位置 ・ 改修標準仕様書　表４・５・１による ・ 図示

目地寸法（mm) （幅×深さ）

コンクリート打ち継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 ・ ２０以上×１０以上

その他 ・ １０以上×１０以上 ・ １０以上×７以上 ・

（ ） （ ） （ ）

● 新規仕上塗材の

種類 ●薄付け仕上塗料 ・ 外装薄塗材Ｓｉ ● 砂壁状

・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ ・ ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗）

● 外装薄塗材Ｅ ・ さざ波状 ・ 平たん状

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ ・ 凹凸状（・吹付け　　・こて塗り）

・ 防水形外装薄塗材Ｅ ・ 着色骨材砂壁状（・吹付け・こて塗り）

・ 外装薄塗材Ｓ ・ 砂壁状じゅらく

・ 内装薄塗材Ｗ ・ 京壁状じゅらく

・ 厚付け仕上塗材 ・ 外装厚塗材Ｃ ・ 吹放し ・ 凸部処理 ・ 平たん状

・ 外装厚塗材Ｓｉ ・ 凹凸状 ・ ひき起こし ・ かき落とし

・ 外装厚塗材Ｅ 上塗材 ・ 適用する

25

・

・

・

・

・

・

13 12 20 25 25

16 25 25

9 16 25

・

・

・

種類 呼び名 防火材料

25

4.1.4 42.2 表4.2.3

16 16 25 50

13 25 12 20 25 50

16

仕上げの形状

16 25
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・ 複層仕上塗材 ・ 複層塗材ＣＥ ・ 凸部処理 ・ 凹凸模様 ・ ゆず肌状

（外壁） ・ 可とう形外装薄塗材ＣＥ 　

・ 複層塗材Ｓｉ 上塗材

・ 複層塗材Ｅ 耐候性 ・ 耐候性３種 ・

・ 複層塗材ＲＥ 溶媒 ・ 水系 ・ 溶剤系

・ 複層塗材ＲＳ 樹脂 ・ アクリル系 ・

・ 防水形複層塗材ＣＥ 外観 ・ つやあり ・ つやなし

・ 防水形複層塗材Ｅ ・ メタリック

・ 防水形複層塗材ＲＥ

・ 防水形複層塗材ＲＳ 増塗材 ・ 適用する

● 可とう系改修用 ・ 可とう系改修塗材Ｅ ・ 平たん状

仕上塗材 ● 可とう系改修塗材ＲＥ ・ さざ波状

・ 可とう系改修塗材ＣＥ ● ゆず肌状

・ マスチック塗材 ・ Ａ種 凸部処理 ・ 行う

・ Ｃ種 仕上材 ・アクリル樹脂エナメル

・ つや有合成樹脂エマルジョン

ペイント

● アクリル樹脂系 ● ローラー塗とし既存塗膜剥離面は

非水分散形塗料 テクスチャーの調整を行う

（天井）

● 下地調整の種別 既存塗膜剥離部分 ● ＲＢ種

既存塗膜活膜部分 ● ＲＣ種

建具改修工事

● 薄型断熱ガラス ● クリアＦｉｔ＜日本板硝子＞同等品

塗装改修工事

● 材料 ユリア樹脂等を用いた塗料のホルム アルデヒドの放散量  

● 規制対象外 ・ 第三種

・ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

・ 次の箇所を除き防火材料とする（箇所： ）

● 下地調整がRB種の場合 （ ・ 塗り替え部分の30％ ・ ） （ ）

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ、ALCﾊﾟﾈﾙ ・ ＲＢ種 ・ （ ）

及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板

面の下地調整

● 下地調整 既存塗膜の除去範囲（塗替えでＲＢ種の場合） （ ） （ ）

・ 塗替え面積の30％ ・ 図示

下地調整 （ ）

木部 ・ RB種 ・ RC種 ・ＲＡ種 ・ＲＢ種

鉄鋼面 ● RB種 ・ RC種 　ＲＡ種

亜鉛めっき面 ・ RB種 ・ RC種 　ＲＡ種

亜鉛めっき面（鋼製建具） ● RB種 ・ RC種 　ＲＡ種

モルタル、プラスター面 ・ RB種 ・ RC種 ・ＲＡ種 ・ＲＢ種 ・ 行う

コンクリート、ALCブロック面 ・ RB種 ・ ・ＲＡ種 ・ＲＢ種 ・ 行う

コンクリート、押出成形セメント板面 ・ ・ ・ＲＡ種 ・ＲＢ種 ・ 行う

せっこうボード、その他ボード面 ・ RB種 ● RC種 ・ＲＡ種 ・ＲＢ種

錆止め塗料塗 　 （ ） （ ）

鉄鋼面 屋外 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 　

屋内 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・

5

7.3.2、7.3.3

7.2.2～7.2.7

既存塗膜の除去範囲

下地調整の種別

塗替え

表7.2.1～表7.2.7
ひび割れ部

の補修新規

6

7.2.1

7.2.1

塗装面 錆止め塗料の種別 工程

表7.2.6

表7.3.1～表7.3.4

備考

表7.2.1～表7.2.7

下地面の種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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Ｃ種 ・ Ｃ種 ・ 屋内用水性塗料塗り

亜鉛めっき面 塗替え ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・

新規鋼製建具 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｂ種 　　

塗替鋼製建具 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種

その他 Ｃ種 ・ Ｃ種 ・ 屋内用水性塗料塗り

○ 表面仕上げ （ ・ 平滑塗り ・ 防滑仕上げ ）

材質 （ ・ ウレタン樹脂系塗料（塗布量０．３kg/m2以上） ・ ）

材料記号
SOP ： 合成樹脂調合ペイント GB-R　　 　 ： 石膏ボード
Ｃ L  ： クリアラッカー塗り GB-P　　 　 ： 吸音用穴あき石膏ボード
F E  ： フタル酸樹脂エナメル GB-Ｓ　　　 ： シージング石膏ボード
NAD ： アクリル樹脂系非水分散形塗料塗 GB-F　　　 ： 強化石膏ボード
A E  ： アクリル樹脂エナメル塗り GB-NC        ： 不燃積層石膏ボード（模様なし）
②-UE 　 ： 2液型ポリウレタンエナメル塗り ： 不燃積層石膏ボード（トラバーチン模様）
ＤＰ ： 耐候性塗料塗り GB-Ｄ(W) ： 化粧石膏ボード（杉柾模様）
EP-G ： つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り DR　　　　 ： ロックウール化粧吸音板
EP  ： 合成樹脂エマルションペイント塗り FK　　　　  ： 無石綿セメントけい酸カルシウム板
EP-M ： :多彩模様塗料塗り FK-P  　　  ：
EP-T ： 合成樹脂エマルションペイント模様塗料塗り PF      　　  ： ポリスチレンフォーム保温板
UC ： ウレタン樹脂ワニス塗り D  　　 　 ： アクリル樹脂焼付塗装
OS ： 油性ステイン塗り MB　　   ： メラミン樹脂化粧板
LGS           ： 軽量鉄骨 SP           ： 内装薄塗材E

床用塗料

GB-NC(T)   

吸音穴あき無石綿セメントけい酸カルシウム板
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